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体外受精による妊娠出産の年齢制限はありますか？
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  連邦医学審議会(Conselho Federal de Medicina)は2013年4月、不妊治療による妊娠
出産の年齢制限の規準を発表します。50歳～55歳（予想）＊がリミットとなり、規準に違
反した医師は免許をはく奪されるという厳しい罰則も設けられます。このような規則が定
められた背景には、体に負担の大きい高齢女性の不妊治療から母子の健康を守ること
や、過度の高齢出産では子供が成長するまで養育を全うできないという事などが懸念さ

れるようになったからです。

●エッグ・シェアリングの可能性は高まる
　女性の卵子は35歳を過ぎると急速に数が減少し、自然妊娠の可能性が低下していきます。一方で、体外受精
による妊娠率は20代から47歳まで大きな差はないという統計が発表されています（グラフ参照）。これは卵子
提供や胚提供によって妊娠出産できるという新たな可能性を示しています。
　そのような中、『エッグ・シェアリング（卵子共有）』も徐々に一般に知られるようになっています。実際には卵
子提供者の数が少ないため、例えば、体外受精を行う過程で余分な卵子を生み出した女性が卵子や胚を提供
し、代わりに、その提供者の体外受精の費用は無料か格安になるということで、双方に納得のいく形でシェアリ
ングが行われています。

　女性の社会進出で妊娠が遅れ、抗がん剤治療や早期の更年
期障害によって卵子や卵巣機能が衰えるケースでは新たな希
望となっています。

＊記事が書かれた後に発表された正確な年齢を知りたい方は
Conselho Federal de Medicinaのサイトをご覧ください。
◎「フェルチクリン」の中野英二医師により解説していただきました。
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